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巨大地震発生域まで掘削し、どんな物質が、どの

ような環境にあって、何が起きているのかを直接

確かめたい。そのためにプレート沈み込み帯の地

震発生帯掘削計画が、南海トラフ、日本海溝、コ

スタリカ沖、において進行している。これらの計画

は、震源断層への超深度掘削だけではなく、震源

システム全体を把握するための浅部掘削も含ま

れるため、各計画がそれぞれ数多くの掘削航海

から構成される巨大で複雑なプロジェクトである。

本講演では、各計画の状況と、ここまでのトピック

スを紹介し、全体として何を目指そうとしているの

かを議論したい。
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